
［成果情報名］単為結果性ナス品種「PC筑陽」における仕立て本数の違いが収量に及ぼす影響 

［要約］単為結果性ナス品種「PC筑陽」において面積あたりの枝数を揃える場合、仕立て本数が減るほ

ど単位面積あたりの収穫果数は増加し、収量も向上する。「PC筑陽」の仕立て本数は収量性および収

益性が高い２本仕立てが適する。 
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［背景・ねらい］ 

熊本県のナス促成栽培では、省力を目的とした単為結果性品種「PC筑陽」（タキイ種苗）の導入が

進みつつあるが、栽培体系の確立に至っていない。 

そこで、10ａ当たりの枝数が同等となるように栽植密度を調整のうえ、「PC筑陽」の仕立て本数の

違いが収量性および収益性に及ぼす影響について明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．主枝ごとの収穫果実数は、仕立て本数に係わらず第 1 主枝から第 4 主枝の順に減少する（表 1、

図 1）。 

  側枝発生節数の平均は、2本仕立て 9.3個、3本仕立て 9.3個、4本仕立て 9.0個であり、4本仕

立てで少なくなる傾向にある。第 1主枝の側枝発生節数は、仕立て本数が減るほど増加する傾向に

ある（表 1）。 

２．枝あたりの総果数は、2本仕立て 40.4個、3本仕立て 38.1個、4本仕立て 35.4個と仕立て本数

が減るほど増加した。枝当たりの総果数が増加することで、10a当たりの果数が増加し、10a当た

りの可販果収量が増加した（表 2）。また、2本仕立ては全ての月で果数が多く、販売単価が高い

時期（10月～11月）の収量も多いため、収益性が向上する（図 2、表 2）。 

３．可販果率は、すべての仕立て本数において約 97％と同等である（表 2）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本試験は 2018 年 8 月 27 日に定植し、10 月 8 日～2019 年 4 月 30 日の期間で収穫果実を調査し

た。穂木品種に「PC筑陽」、台木品種に「トナシム」を供試し、収穫時は１芽切り戻しをした。 

２．2018年 11月下旬～2019年 3月末の期間、CO2ガスを日中換気窓開時 400ppm－閉時 600ppmを維

持するように施用した。 

３．単位面積あたりの枝数を 3.0枝/m2に揃えるため、株間は 2本仕立て 35cm（1500株/10a）、3本

仕立て 52cm（1125株/10a）、4本仕立て 70cm（750株/10a）、畝幅 1.9m、1条植えとし、同一圃

場で栽培した。 
 

 

 

 

 

 

 

 



［具体的データ］ 

表 1 各主枝の収穫果実数および側枝節数 

 

 

 

 

 

注１）主枝収穫果実数は各主枝の摘芯までの収穫果実数を、側枝発生節数は各主枝から側枝が発生した節数を示す。 

本調査では、主枝花序の直上葉の元から発生する側枝は含まない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

表２ 仕立て本数の違いによる収量性および収益性 

 

 

 

 

 

 

注１）数値は６株/区×２反復の平均値。 

 注２）販売金額は熊本県経済農業協同組合連合会の実績に基づき 10ヵ年平均における販売単価より試算した。 

 注３）種苗費は苗を購入した場合を想定し、190円/株で算出した。 

 注４）差額は４本仕立てを基準とし、（ ）内の値は差の比率を表す。 

（前原祥大）  
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注）第 1主枝：主枝 

  第 2主枝：主枝の第 1果下から発生する側枝 

  第 3主枝：主枝の第 2果下から発生する側枝 

第 4主枝：第 2主枝の第 1果下から発生する側枝 図２ 仕立て本数の違いによる月別果数の推移 
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注２）表中の数値は平均値±標準誤差（n=12） 

 

図１ 主枝展開図 

枝平均 枝平均

２本 9.1 ±0.08 
注２） 7.7 ±0.19 8.4 9.3 ±0.30 9.3 ±0.14 9.3

３本 9.1 ±0.08 7.8 ±0.24 7.0 ±0.12 8.0 8.8 ±0.28 9.6 ±0.23 9.6 ±0.31 9.3

４本 9.0 ±0.12 8.1 ±0.15 6.8 ±0.22 6.0 ±0.13 7.5 8.3 ±0.19 9.5 ±0.34 9.4 ±0.29 8.7 ±0.30 9.0

 -  -

 -

 -  -

 -

 第1主枝  第2主枝  第3主枝  第4主枝

主枝収穫果実数（個/枝）
注１）

側枝発生節数（個/枝）
注１）

仕立て本数

 第4主枝 第3主枝 第2主枝 第1主枝

 販売金額注２)

(千円/10a)

苗数
(本/10a)

 種苗費注３）

(千円/10a)

販売金額－種苗費
(千円/10a)

２本 1500 40.4 39.0 96.7 117,125 136.6 16.4 5,871 1,500 285 5,586 486 (110%)

３本 1125 38.1 37.0 97.1 110,917 135.5 15.5 5,506 1,125 214 5,292 192 (104%)

４本 750 35.4 34.2 96.8 102,702 139.0 14.7 5,243 750 143 5,100 - (100%)

可販果１果重
（g/個）

可販果収量
（t/10a）

収益性

　差額注４)

(千円/10a)
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